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愛媛県

○愛媛県下６つの障害保健福祉圏域ごとに、地域移行の進捗状況等を共有するため、
保健所、病院、相談支援事業所、市町など関係機関をメンバーとする「地域移行支
援会議」を定期的に開催。

○学識経験者などを委員とする「愛媛県精神障がい者地域移行支援協議会」を開催し、
事業全体の評価や計画策定を行い、事業実施主体へ助言等を行う。

○ピアサポーターを配置し、相談支援事業所が実施する地域移行支援・定着支援を
サポート

平成28年度 第２回 精神障害者の地域移行担当者等会議「事前課題」シート

～愛顔の地域移行～
え がお
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愛媛県

※H28年○月時点

障害保健福祉圏域数（H29年１月
末）

６カ所

市町村数（H29年１月末） ２０市町

人口（H２８年５月１日） １，３７８，３０２人

精神科病院の数（H２９年１月末） ２１病院

精神科病床数（H２８年３月末） ４，８２９床

入院精神障害者数
（H２７年度６３０調査）

１年未満：1,363人（44％）

１年以上：2,229人（56％）

うち65歳未満：1,745人

うち65歳以上：2,207人

退院率（H２７年度６３０調査）

入院後３か月時点：57.5％

入院後６か月時点：84.5％

入院後１年時点：92.9％

相談支援事業所数（H２８年１１月
１日）

基幹相談支援センター：５

一般相談事業所数：５６

特定相談事業所数：１２４

障害福祉サービスの利用状況
（H２８年１０月）

地域移行支援サービス：２３人

地域定着支援サービス：８３人

保健所（H２８年３月末） ６カ所

（自立支援）協議会の開催頻度（H
２８年）

２回／年

精神障害にも対応した地域包括ケ
アシステムの構築に向けた保健・
医療・福祉関係者による協議の場
の有無と数

都道府県 有 １カ所

障害保健福祉圏域 有 ６カ所

市町村 有・無 ○カ所

精神保健福祉審議会（H２８年３月
末）

設置していない

基本情報

１１ 県又は政令市の基礎情報県又は政令市の基礎情報

取組内容

【人材育成の取り組み】

・地域に送り出す力を育成するため、医療従事者等を

対象とした研修会を実施

・地域で受け入れる力を育成するため、当事者等を

対象とした学習会を実施

【精神障がい者の地域移行の取り組み】

・退院支援や地域生活支援を行う協議会の設置

・ピアサポーター活動の拡充
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【働きかけ】【働きかけ】

愛媛県

愛媛県精神障がい者地域移行支援協議会

宇摩圏域
地域移行支援会議
（四国中央保健所）

新居浜・西条圏域
地域移行支援会議
（西条保健所）

今治圏域
地域移行支援会議
（今治保健所）

松山圏域
地域移行支援会議
（松山市に委託）

八幡浜圏域
地域移行支援会議
（八幡浜保健所）

宇和島圏域
地域移行支援会議
（公益財団法人に委託）

連携
愛 媛 県

障がい者自立支援協議会

精神科病院

地 域 生 活

日中活動の場

・自立訓練（生活訓練）

・就労移行・継続支援

・地域活動センター等

住まいの場

・グループホーム

・自宅、賃貸住宅 等

相談支援

居住支援

居宅介護 等

〔
市
町
、
法
人
等
に
よ
る
整
備
〕

※各圏域ごとに支援対象者を選定

ピアサポーターの活動
・各圏域ごとにピアサポーターを配置し、退院希望者が

抱える退院後の不安を解消

協議会の設置
・客観的な視点に立った対象者の決定

・体制整備、困難事例の解決に向けた調整

・事業の進捗状況の把握

市町

支援対象者の決定（支給決定）

一般相談支援事業所

地域移行・定着支援の実施

申請

移行

22 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）
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愛媛県

関係機関の役割

市町村ごとの保
健・医療・福祉
関係者による協
議の場

協議体の名称
設置根拠

（○○市の場合）

協議の内容

協議の結果としての
成果

障害保健福祉
圏域ごとの保
健・医療・福祉
関係者による協
議の場

協議体の名称
設置根拠 地域移行支援会議（精神障害者地域生活支援広域調整等事業）

協議の内容
客観的な視点に立った支援対象者の決定
圏域内における体制整備の調整
事業の進捗状況の把握や事業の評価

協議の結果としての
成果

医療と福祉が連携するための研修会を実施
ピアサポーターの養成研修の実施

都道府県ごとの
保健・医療・福
祉関係者による
協議の場

協議体の名称
設置根拠 愛媛県精神障害者地域移行支援協議会（精神障害者地域生活支援広域調整等事業）

協議の内容 体制整備のための調整
事業の進捗状況の把握や事業の評価

協議の結果としての
成果

支援を行った入院中の精神障がい者数の増加
ピアサポーターの活用の促進
退院して地域生活へ移行した精神障がい者数の増加

３３ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に取り組む市・圏域（例）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に取り組む市・圏域（例）
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愛媛県

○平成２０年度
・松山圏域を対象とした精神障がい者地域移行支援事業を創設

○平成2１年度～
・県下全６圏域に事業対象を広げ、圏域ごとに地域移行支援会議を設置
・圏域ごとの地域移行支援会議の連携・調整役を担う県精神障がい者地域
移行支援協議会を設置

・地域移行推進員、地域体制整備コーディネーターを配置
・医療従事者等を対象とした研修会、学習会を開催

○平成2５年度～
・法改正に伴い、対象者への個別支援は個別給付となり、推進員等は廃止
・ピアサポーターを活用

○平成28年度
・ピアサポーターの活用を拡充

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯４４
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１．地域移行支援事業の実施に当たっては、圏域ごとに最適な事業実施主体を選定し事業を
実施しており、他の圏域の取組みを参考に、圏域ごとに創意工夫して事業を実施

２．保健所職員が積極的にサポートし、不足する社会資源等をカバー

愛媛県

特徴（強み）

５５ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組における強みと課題精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組における強みと課題

１．本事業の支援による退院者数（昨年度41名）の増加
２．ピアサポーター（現在54人を配置）の活用の拡充

１．市町内に相談支援事業所が１事業所しかない地域があるなど、地域によって社会資源が
不足している地域がある。

２．障がい者に対するより一層の理解の促進とサポート体制の構築が必要

課題

指標の推移 平成25年度 平成26年度 平成27年度

１年以上の精神科病院在院患者数 （各年6月30日現在） （人） 2,689 2,589

地域移行支援利用者数（各年度３月末月時点）（人） 48 74 74

ピアサポーターの養成者数※（実人数）（人）
※ピアサポーターの養成を目的とした取組を実施している場合

48 5 1

ピアサポーターの活動者数（実人数）（人） 48 53 54

平成２８年度の目標と達成状況の方向性（暫定評価）

６
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愛媛県

時期（月） 実施内容 担当

4～5月

定期的

11～12月

圏域ごとに地域移行支援会議を開催

愛媛県精神障害者地域移行支援会議の開催

愛媛県

松山市、公益財団
法人、各保健所

愛媛県

６６
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
平成２９年度の取組スケジュール
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
平成２９年度の取組スケジュール

１．本事業の支援による退院者数の増加
２．ピアサポーターの活用の拡充

平成２９年度の目標


